
※講師はぴゅあ総合に来館します。

ぴゅあ峡南は視聴会場になります。

【講師プロフィール】

峡南会場

−多様性を認め合い、自分らしく暮らせる山梨へ−

男女共同参画 
    ×

       多文化共生

ぴゅあ総合 ぴゅあ峡南

【会場 ・ 定員】交流室 ・ 30 名

【対 象】どなたでも参加できます

【申 込】TEL ・ メール ・ FAX など

12 12 日（土）山口真由さん
講演会

※9:40より第１部

オープニングを実

施します。

10：00 
〜 11：30

参加

無料

（オンライン受信）

（開場 9：30）

月

フェステイバル
ぴゅあ

2026
令和８年

はじめて学ぶフェミニズム
∼私たちの暮らしと男女共同参画∼

1983年 （ 昭 和 ５ ８ 年 ） 札 幌 市 出 身 。

2002年 、 東 京 大 学 教 養 学 部 文 科 Ⅰ 類 （ 法 学 部 ） 入 学 。

2006年 3月 、 東 京 大 学 法 学 部 を 卒 業 。 同 年 4月 に 財 務 省 に 入 省 し 、

主 税 局 に 配 属 。 主 に 国 際 課 税 を 含 む 租 税 政 策 に 従 事 。

2008年 に 財 務 省 を 退 官 。

2009年 ～ 2015年 、 弁 護 士 と し て 法 律 事 務 所 に 勤 務 。

2015年 9月 ～ 2016年 ７ 月 、 ハ ー バ ー ド 大 学 ロ ー ス ク ー ル （ 法 科 大 学 院 ） に 留 学 。

2016年 8月 ハ ー バ ー ド 大 学 ロ ー ス ク ー ル を 卒 業 。（ LL.M.）

2017年 4月 よ り 、 東 京 大 学 大 学 院 法 学 政 治 学 研 究 科 博 士 課 程 に 在 籍 。

2017年 6月 ニ ュ ー ヨ ー ク 州 弁 護 士 登 録 。

2020年 3月 東 京 大 学 大 学 院 法 学 政 治 学 研 究 科 博 士 課 程 修 了 。 博 士 （ 法 学 ）

2020年 4月 信 州 大 学 社 会 基 盤 研 究 所 特 任 准 教 授

2021年 4月 同 特 任 教 授 （ 現 職 ）

2025年 4月 ZEN大 学 教 授 （ 現 職 ）

山口 真由 さん（信州大学社会基盤研究所特任教授／ZEN大学教授）

近 年 、 ジ ェ ン ダ ー 平 等 や 多 様 性 に 対 す る 理 解 は 社 会 全 体 に 浸 透 し つ つ 

あ り ま す が 、 一 方 で 、 現 代 の ジ ェ ン ダ ー に 関 す る 議 論 に大 き な 影 響 を 与 

え て き た フ ェ ミ ニ ズ ム の 歴 史 や 思 想 に つ い て は 、 十 分 に 知 ら れ て い る 

と は い え な い の が 現 状 で す 。

本 講 演 会 で は 、 講 師 で あ る 山 口 真 由 氏 が 著 し た 『 世 界 一 や さ し い フ ェ 

ミ ニ ズ ム 入 門 』 を 手 が か り に 、 フ ェ ミ ニ ズ ム の 約 200年 にわ た る 歩 み を 

た ど り な が ら 、 現 代 社 会 に お け る 男 女 共 同 参 画 の 意 義 と 課 題 に つ い て 

考 え ま す 。 働 き 方 や 家 庭 、 社 会 の 制 度 な ど身 近 な テ ー マ を 通 じ て 、 誰 も 

が 自 分 ら し く 生 き ら れ る 社 会 の あ り 方 に つ い て 理 解 を 深 め ま し ょ う 。
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【定員】30名

車いすをご利用の方や足の不自由な方など、 介助が必要な方はお申込時にお知らせください。

山口真由さん講演会 ・ 独自プログラム「世界の女性と子どもから考えるジェンダー」

ぴゅあフェスティバル2026 峡南会場 申込書

※参加を希望するプログラムに○をつけてください。パッチワーク体験会は先着順のため申込みは承っていません。

氏 名 電話番号

託児
ご希望の方

女・男

お名前

才 ヶ月

お住まいの市町村

（オンライン受信）

ご記入の上、 このままFAXしてください 0556-64-8015

本申込書は「峡南会場」で行うプログラム専用です。 山口真由さん講演会をぴゅあ総合またはぴゅあ富士で受講希望の方は、 

各館に直接お申し込みください。午前、午後通しで参加される方は、 昼食を持参するか各自でお済ませください。

■ぴゅあ峡南管内男女共同参画推進委員会活動報告展示

★各種展示等も実施します★

■「男女共同参画社会づくり４コママンガ展」巡回展示

■パッチワークサークル向日葵作品展示

【参加】無料

【プロフィール】
南アルプス市在住。保育士として30年以上保育園や幼稚園に勤務。現在は放課後児童クラブの支
援員。長年現地の子ども、教師の指導、支援活動に従事。
1999年7月 モンゴル国視察
2001年9月～2002年8月 カンボジア王国赴任、NGO国際ボランティアとして幼稚園勤務。
2009年6月～2011年6月 ネパールでJICAシニア海外ボランティアとしてカトマンズで勤務。
2012年10月・2015年12月 カンボジア再訪

■オリジナルキーホルダーや竹・革・ヒノキに希望の文
字や絵柄をレーザーで焼き付けるクラフト展示、販売

講師：久保 弘恵 さん（元JICAシニア海外ボランティア）

色とりどりの布を使って、自分だけのオリジナルブローチ

を作ります。

「お裁縫はちょっと苦手…」という方も大丈夫！

パッチワークサークル向日葵の皆さんが丁寧にサポートして

くれるので、初めての方でも安心です。

材料や道具はすべてこちらで準備します。

できあがった作品は、お土産としてそのままお持ち帰りいただけます♪

ぜひお気軽にご参加ください！

13：30 ～ 16：00

【作品例】

【会場】団体活動室
【対象】どなたでも参加可
【参加】無料

※先着順となります。 材料に限りがあるためなくなり次第終了とります。

予めご了承ください。

【講師】パッチワークサークル向日葵の皆さん

①講演会 13：00 ～ 14：30

※講演会と交流会の間に10分間の休憩を挟みます。

②交流会 14：40 ～ 15：40
世界のさまざまな国の文化や慣習、特に貧困国に暮らす女性や子どもたちの教育・就

労・生活環境に触れながら、日本社会に依然として残るジェンダー格差や固定的な性

別役割分担意識など、私たちの身近にある「当たり前」を世界の視点から見つめ直し

ていきます。

後半では、世代や立場を超えた交流を通じて、多様な価値観や生き方に触れ、一人ひ

とりが「自分らしい生き方」について考えるきっかけをつくります。

パッチワーク

     体
験会

独自プログラム

【対象】どなたでも参加可


